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【第217回国会】 

（1）委員（35人） 

委員長 西村 智奈美君 立憲 
理 事 小泉  龍司君 自民 理 事 津島   淳君  自民 
理 事 中野  英幸君 自民 理 事 鎌田 さゆり君 立憲 
理 事 黒岩  宇洋君 立憲 理 事 米山  隆一君 立憲 
理 事 金村  龍那君 維新 理 事 円  より子君 国民 
 井出  庸生君 自民  稲田  朋美君 自民 
 上田  英俊君 自民  上川  陽子君 自民 
 神田  潤一君 自民  河野  太郎君 自民 
 棚橋  泰文君 自民  寺田   稔君 自民 
 平沢  勝栄君 自民  森   英介君 自民 
 若山  慎司君 自民  有田  芳生君 立憲 
 篠田 奈保子君 立憲  柴田  勝之君 立憲 
 寺田   学君 立憲  平岡  秀夫君 立憲 
 藤原  規眞君 立憲  松下  玲子君 立憲 
 原   佳君 維新  藤田  文武君 維新 
 小竹   凱君 国民  大森 江里子君 公明 
 平林   晃君 公明  本村  伸子君 共産 
 吉川  里奈君 参政  島田  洋一君 保守 

 

（2）議案  

付託された議案は内閣提出法律案５件及び議員提出法律案７件で、審査等の概況は次

のとおりである。 

 

裁判所職員定員法の一部を改正する法律案（内閣提出第14号） 

○ 要旨 

裁判所の事務を合理化し、及び効率化することに伴い、裁判官以外の裁判所の職員の

員数を47人減少するもの 

○ 結果 

可決（附帯決議が付された。） 

○ 経過 

３ 法務委員会 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

令和 

 7. 2.12 
 

3.11 

3.14 

3.14 
可決(多) 

(賛-自民・立憲・維新・
国民・公明・参政・
保守) 

(反-共産) 
(附) 

3.18 

可決 

法務 
4.10 

可決 
(附) 

4.11 

可決 

4.18 

法23号 

3.12 
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情報通信技術の進展等に対応するための刑事訴訟法等の一部を改正する法律案（内閣提出

第30号） 

○ 要旨 

近年における情報通信技術の進展及び普及の状況等に鑑み、刑事手続において取り扱

う書類について電磁的記録をもって作成、管理、発受することを可能にし、対面で行わ

れる手続についてビデオリンク方式の一層の活用を可能にするとともに、電磁的記録を

もって作成される文書に対する信頼を害する行為等についての処罰規定の整備等を行う

もの 

○ 参考人からの意見の聴取 

○ 視察 

○ 結果 

修正（附帯決議が付された。） 

＜修正内容＞ 

 電磁的記録提供命令に係る秘密保持命令は１年を超えない期間を定めて行わな

ければならないものとし、捜査機関の個人情報取得に係る留意規定、映像と音声

の送受信による外部交通の推進に係る規定を追加する等の修正を行うもの 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

令和 
 7. 2.28 

3.27 

3.27 
4. 1 
4. 4 
4. 9 

4.16 
4.18 

4.18 
修正(注) 

(附) 

4.18 
修正 

法務 

5.15 
可決 
(附) 

5.16 
可決 

5.23 
法39号 

3.28 

（注）修正案に賛成（自民・立憲・維新・国民・公明・参政・保守）、反対（共産）、修正部分を除く原案に賛成（自

民・立憲・維新・国民・公明・保守）、反対（共産・参政）。なお、参政は、本会議において、賛成した。 

 

 

民事裁判情報の活用の促進に関する法律案（内閣提出第42号） 

○ 要旨 

民事裁判情報の適正かつ効果的な活用の促進を図るため、国の責務及び法務大臣によ

る基本方針の策定について定めるとともに、民事裁判情報を加工して第三者に提供する

業務等を行う法人の指定に関する制度を創設する等の措置を講ずるもの 

○ 結果 

可決（附帯決議が付された。） 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 
 7. 3. 7 

 

4.22 

4.25 

4.25 

可決(多) 
(賛-自民・立憲・維新・

国民・公明・共産・

保守) 
(反-参政) 

(附) 

5. 8 
可決 

法務 

5.22 
可決 
(附) 

5.23 
可決 

5.30 
法49号 

4.23 
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譲渡担保契約及び所有権留保契約に関する法律案（内閣提出第43号） 

○ 要旨 

譲渡担保契約及び所有権留保契約に関し、譲渡担保権等の内容、被担保債権の範囲、

権利の順位等について定めるとともに、これらの権利の実行の方法等について定めるも

の 

○ 結果 

可決（附帯決議が付された。） 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 

 7. 3. 7 
 

5.16 

5.21 

5.21 
可決(全) 

(賛-自民・立憲・維新・

国民・公明・共産・
参政・保守) 

(附) 

5.22 

可決 

法務 
5.29 

可決 
(附) 

5.30 

可決 

6. 6 

法56号 

5.16 

 

 

譲渡担保契約及び所有権留保契約に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法

律案（内閣提出第44号） 

○ 要旨 

譲渡担保契約及び所有権留保契約に関する法律の施行に伴い、関係法律の規定の整備

等を行うもの 

○ 結果 

可決（附帯決議が付された。） 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

令和 
 7. 3. 7 

 

5.16 

5.21 

5.21 
可決(全) 

(賛-自民・立憲・維新・
国民・公明・共産・
参政・保守) 

(附) 

5.22 
可決 

法務 

5.29 
可決 
(附) 

5.30 
可決 

6. 6 
法57号 

5.16 

 

 

民法の一部を改正する法律案（黒岩宇洋君外５名提出、衆法第29号） 

○ 要旨 

最近における国民の価値観の多様化及びこれを反映した世論の動向等に鑑み、個人の

尊重と男女の対等な関係の構築等の観点から、選択的夫婦別氏制を導入し、別氏夫婦の

子の氏は婚姻の際に定めること等とするもの 

○ 参考人からの意見の聴取 

○ 結果 

継続審査 
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○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 
7. 4.30 

 

5.28 
6. 4 

6. 6 
6.10 
6.11 

6.13 
6.17 

 
6.20 

閉会中審査 
   

5.30 

 

 

婚姻前の氏の通称使用に関する法律案（藤田文武君外２名提出、衆法第30号） 

○ 要旨 

婚姻によって氏を改めた者が婚姻前の氏を通称として使用する機会を法制上確保する

ため、戸籍に通称として使用する婚姻前の氏を記載し又は記録する制度を設けるととも

に、国、地方公共団体、事業者その他公私の団体が婚姻によって氏を改めた者の婚姻前

の氏の通称使用のために必要な措置を講ずべきことを定めるもの 

○ 参考人からの意見の聴取 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 
7. 5.19 

 

5.28 
6. 4 

6. 6 
6.10 
6.11 

6.13 
6.17 

 
6.20 

閉会中審査 
   

5.30 

 

 

組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律及び刑事訴訟法の一部を改正する

法律案（円より子君提出、衆法第32号） 

○ 要旨 

  近年における組織的に行われる窃盗及び盗品有償譲受け等の実情に鑑み、これらの罪

に当たる行為が団体の活動としてこれを実行するための組織により行われたときの法定

刑を加重すること等を定めるもの 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

令和 

7. 5.21 
 

6.19 

  
6.20 

閉会中審査 
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民法の一部を改正する法律案（円より子君外４名提出、衆法第35号） 

○ 要旨 

最近における国民の価値観の多様化及びこれを反映した世論の動向等に鑑み、個人の

尊重と男女の対等な関係の構築、婚姻によって氏を改めることによる不利益の防止等の

観点から、選択的夫婦別氏制を導入し、別氏夫婦の子の氏は、婚姻の際に戸籍の筆頭に

記載すべき者と定められた者の氏とすること等とするもの 

○ 参考人からの意見の聴取 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 
7. 5.28 

 

5.28 
6. 4 

6. 6 
6.10 
6.11 

6.13 
6.17 

 
6.20 

閉会中審査 
   

5.30 

 

 

刑事訴訟法の一部を改正する法律案（平岡秀夫君外19名提出、衆法第61号） 

○ 要旨 
えん

再審制度によって冤罪の被害者を適正かつ迅速に救済し、その基本的人権の保障を全

うする観点から、再審又は再審の請求に係る被告事件の裁判に関与した裁判官の除斥及

び忌避、再審の請求の手続における検察官保管証拠等の開示命令等について定めるとと

もに、再審開始の決定に対して検察官の不服申立てを認めないこととするもの 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

令和 

7. 6.18 
 

6.18 

  
6.20 

閉会中審査 
   

 

 

 

民法の一部を改正する法律案（大河原まさこ君外７名提出、衆法第64号） 

○ 要旨 

現行法において婚姻が異性の当事者間によるものに限定されると解されていることに

鑑み、個人の尊重の観点から、性的指向又は性自認にかかわらず平等に婚姻が認められ

るようにするため、同性の当事者間による婚姻を法制化するもの 

○ 結果 

継続審査 
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○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 
7. 6.19 

 

6.19 

  
6.20 

閉会中審査 
   

 

 

 

性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律の一部を改正する法律案（小宮山泰子

君外７名提出、衆法第65号） 

○ 要旨 

令和５年10月25日の最高裁判所による現行法の規定の違憲決定及び近年における性同

一性障害者等を取り巻く社会的環境の変化等に鑑み、性別の取扱いの変更の審判に関す
せん せん

る要件から、生殖腺がないこと又は生殖腺の機能を永続的に欠く状態にあること、変更

後の性別に係る身体の性器に係る部分に近似した外観を備えていること及び現に未成年

の子がいないことを削除するもの 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 
7. 6.19 

 

6.19 

  
6.20 

閉会中審査 
   

 

 

 

（3）国政調査  

国政調査では、質疑が行われた。主な質疑内容は、次のとおりである。 

 

○ 主な質疑内容 

・ 再審無罪判決が出された袴田事件について第三者を交えた検証を改めて行う必要性 

・ 再審法の改正についての法務大臣の意気込み及び法制審議会に対する早期の答申に

向けた指示の内容 

・ 被疑者や被告人の権利利益の保護に関する参考人の見解 

・ 不適切な取調べの防止に向けた検察組織の改善の在り方についての参考人の見解 

・ 過失運転致死罪について起訴率が低く起訴猶予も多い状況に多くの遺族が納得でき

ない結果となっている可能性 

・ 拘禁刑の導入による受刑者に応じた対応に向けた人員体制の整備 

・ 令和６年に成立した離婚後共同親権を創設した改正民法の施行に向けたQ&A形式

の解説資料の作成の進捗状況 

・ 不法入国・不法滞在外国人対策の在り方 

・ 法務大臣が法務省職員に対し「月餅」を配付した行為が社交儀礼の範囲を超えてい

るとの指摘についての法務大臣の認識 
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・ 児童福祉司が増員されるにもかかわらず一時保護の司法審査をする裁判所職員が減

員されることの妥当性 

 

（4）連合審査会  

連合審査会 開会日 審査・調査案件 

国土交通委員会 法務委員会 
令和 
7. 5.14 

老朽化マンション等の管理及び再生の円滑化等を図るため

の建物の区分所有等に関する法律等の一部を改正する法律

案（内閣提出） 

 

（5）参考人  

 

出頭日 職 業 氏 名 審査・調査案件 

令和 

7. 3.26 

犯罪被害者支援弁護士フォーラム代表代

行兼事務局長 
髙橋 正人君 

裁判所の司法行政、法務行政及び検

察行政、国内治安、人権擁護に関す

る件（刑事手続に関する諸問題） 

大川原化工機株式会社元取締役 島田 順司君 

日本大学大学院法務研究科教授 藤井 敏明君 

社会福祉法人全国社会福祉協議会会長 村木 厚子君 

追手門学院大学心理学部教授 櫻井  鼓君 

4. 4 

国士舘大学法学部教授 吉開 多一君 

情報通信技術の進展等に対応するた

めの刑事訴訟法等の一部を改正する

法律案（内閣提出） 

日本弁護士連合会前副会長 坂口 唯彦君 

東京大学大学院法学政治学研究科教授 樋口 亮介君 

成城大学法学部教授 指宿  信君 

京都大学大学院法学研究科教授 池田 公博君 

6.10 

元東京新聞編集委員 

皇學館大学特別招聘教授 
椎谷 哲夫君 

民法の一部を改正する法律案（黒岩

宇洋君外５名提出） 

婚姻前の氏の通称使用に関する法律

案（藤田文武君外２名提出） 

民法の一部を改正する法律案（円よ

り子君外４名提出） 

日本労働組合総連合会総合政策推進局長 小原 成朗君 

作家 竹田 恒泰君 

日本経済団体連合会審議員会副議長 

ダイバーシティ推進委員長 
次原 悦子君 

文教大学人間科学部教授 布柴 靖枝君 

6.17 

麗澤大学経済学部教授  八木 秀次君 

一般社団法人あすには代表理事 井田 奈穂君 

事実婚当事者 割田 伊織君 
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（6）視察  

視察日 視察地名 視 察 目 的 視察委員

令和 

7. 4.11 
東京都（北区） 

情報通信技術の進展等に対応するための刑事訴訟法等の

一部を改正する法律案（内閣提出）の審査に資するため 
12人 

 

  

出頭日 職 業 氏 名 審査・調査案件 

6.17 

第三次選択的夫婦別姓訴訟弁護団長 寺原真希子君 
民法の一部を改正する法律案（黒岩

宇洋君外５名提出） 

婚姻前の氏の通称使用に関する法律

案（藤田文武君外２名提出） 

民法の一部を改正する法律案（円よ

り子君外４名提出） 

一般社団法人男女共同参画学協会連絡会 

アンケートWG委員長 
志牟田美佐君 
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【第218回国会】 

（1）委員（35人） 

委員長 西村 智奈美君 立憲 
理 事 小泉  龍司君 自民 理 事 津島   淳君  自民 
理 事 中野  英幸君 自民 理 事 鎌田 さゆり君 立憲 
理 事 黒岩  宇洋君 立憲 理 事 米山  隆一君 立憲 
理 事 金村  龍那君 維新 理 事 円  より子君 国民 
 井出  庸生君 自民  稲田  朋美君 自民 
 上田  英俊君 自民  上川  陽子君 自民 
 神田  潤一君 自民  河野  太郎君 自民 
 棚橋  泰文君 自民  寺田   稔君 自民 
 平沢  勝栄君 自民  森   英介君 自民 
 若山  慎司君 自民  有田  芳生君 立憲 
 篠田 奈保子君 立憲  柴田  勝之君 立憲 
 寺田   学君 立憲  平岡  秀夫君 立憲 
 藤原  規眞君 立憲  松下  玲子君 立憲 
 原   佳君 維新  藤田  文武君 維新 
 小竹   凱君 国民  大森 江里子君 公明 
 平林   晃君 公明  本村  伸子君 共産 
 吉川  里奈君 参政  島田  洋一君 保守 

 

（2）議案  

付託された議案は議員提出法律案７件（継続審査）で、審査等の概況は次のとおりで

ある。 

 

民法の一部を改正する法律案（黒岩宇洋君外５名提出、第217回国会衆法第29号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 4.30) 

 
 7. 8. 1 

  
8. 5 

閉会中審査 
   

( 7. 5.30) 

 

 

婚姻前の氏の通称使用に関する法律案（藤田文武君外２名提出、第217回国会衆法第30

号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 
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○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 5.19) 

 
 7. 8. 1 

  
8. 5 

閉会中審査 
   

( 7. 5.30) 

 

 

組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律及び刑事訴訟法の一部を改正する

法律案（円より子君提出、第217回国会衆法第32号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 5.21) 

 
 7. 8. 1 

  
8. 5 

閉会中審査 
   

 

 

 

民法の一部を改正する法律案（円より子君外４名提出、第217回国会衆法第35号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 5.28) 

 

 7. 8. 1 

  
8. 5 

閉会中審査 
   

( 7. 5.30) 

 

 

刑事訴訟法の一部を改正する法律案（平岡秀夫君外19名提出、第217回国会衆法第61号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 
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○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 6.18) 

 
 7. 8. 1 

  
8. 5 

閉会中審査 
   

 

 

 

民法の一部を改正する法律案（大河原まさこ君外７名提出、第217回国会衆法第64号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 6.19) 

 
 7. 8. 1 

  
8. 5 

閉会中審査 
   

 

 

 

性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律の一部を改正する法律案（小宮山泰子

君外７名提出、第217回国会衆法第65号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 6.19) 

 
 7. 8. 1 

  
8. 5 

閉会中審査 
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【第219回国会】 

（1）委員（35人） 

委員長 階    猛君 立憲 
理 事 木原  誠二君 自民 理 事 高見  康裕君  自民 
理 事 武村  展英君 自民 理 事 有田  芳生君 立憲 
理 事 寺田   学君 立憲 理 事 米山  隆一君 立憲 
理 事 池下   卓君 維新 理 事 円  より子君 国民 
 井出  庸生君 自民  伊藤  忠彦君 自民 
 稲田  朋美君 自民  上川  陽子君 自民 
 小泉  龍司君 自民  河野  太郎君 自民 
 高村  正大君 自民  寺田   稔君 自民 
 平沢  勝栄君 自民  宮路  拓馬君 自民 
 森   英介君 自民  鎌田 さゆり君 立憲 
 黒岩  宇洋君 立憲  篠田 奈保子君 立憲 
 柴田  勝之君 立憲  藤原  規眞君 立憲 
 松下  玲子君 立憲  山  登志浩君 立憲 
 藤巻  健太君 維新  三木  圭恵君 維新 
 小竹   凱君 国民  平林   晃君 公明 
 山口  良治君 公明  本村  伸子君 共産 
 吉川  里奈君 参政  島田  洋一君  無 

 

（2）議案  

付託された議案は内閣提出法律案３件及び議員提出法律案８件（うち継続審査７件）

で、審査等の概況は次のとおりである。 

 

更生保護制度の充実を図るための保護司法等の一部を改正する法律案（内閣提出第３号） 

○ 要旨 

更生保護制度の充実を図るため、保護司の委嘱条件の見直し、任期の延長及び職務の

執行区域の弾力化、保護観察付全部執行猶予者の鑑別に関する規定の新設による当該者

に対する適切な処遇の実施等、保護司の安全確保を図り、その適任者を確保するための

措置を講ずるとともに、更生保護事業における保護の対象者の拡大等の措置を講ずるも

の 

○ 結果 

可決（附帯決議が付された。） 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 

 7.11.11 
 

11.18 

11.21 

11.21 
可決(全) 

(賛-自民・立憲・維新・

国民・公明・共産・
参政・島田洋一君) 

(附) 

11.25 

可決 

法務 
12. 2 

可決 
(附) 

12. 3 

可決 

12.10 

法82号 

11.19 
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裁判官の報酬等に関する法律の一部を改正する法律案（内閣提出第８号） 

○ 要旨 

一般の政府職員の給与改定に伴い、裁判官の報酬月額の改定を行うもの 

○ 結果 

可決 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 
 7.12. 8 

 

12. 9 

12.11 

12.11 

可決(多) 
(賛-自民・立憲・維新・

国民・公明・共産・

参政) 
(反-島田洋一君) 

12.11 
可決 

法務 

12.16 
可決 

12.16 
可決 

12.24 
法93号 

12.10 

 

 

検察官の俸給等に関する法律の一部を改正する法律案（内閣提出第９号） 

○ 要旨 

  一般の政府職員の給与改定に伴い、検察官の俸給月額の改定を行うもの 

○ 結果 

可決 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 
 7.12. 8 

 

12. 9 

12.11 

12.11 
可決(全) 

(賛-自民・立憲・維新・
国民・公明・共産・
参政・島田洋一君) 

12.11 
可決 

法務 

12.16 
可決 

12.16 
可決 

12.24 
法94号 

12.10 

 

 

民法の一部を改正する法律案（黒岩宇洋君外５名提出、第217回国会衆法第29号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 4.30) 

 

 7.10.21 

  
 7.12.17 

閉会中審査 
   

（ 7. 5.30）

 

  



 

137 

３ 

法
務
委
員
会

婚姻前の氏の通称使用に関する法律案（藤田文武君外２名提出、第217回国会衆法第30

号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 5.19) 

 

 7.10.21 

  
 7.12.17 

閉会中審査 
   

（ 7. 5.30）

 

 

組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律及び刑事訴訟法の一部を改正する

法律案（円より子君提出、第217回国会衆法第32号） 

○ 要旨 

  （第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 5.21) 

 

 7.10.21 

  
12.17 

閉会中審査 
   

 

 

 

民法の一部を改正する法律案（円より子君外４名提出、第217回国会衆法第35号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 5.28) 

 

 7.10.21 

  
 7.12.17 

閉会中審査 
   

（ 7. 5.30）
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刑事訴訟法の一部を改正する法律案（平岡秀夫君外18名提出、第217回国会衆法第61号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 

議決日 
結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 6.18) 

 

 7.10.21 

  
12.17 

閉会中審査 
   

 

 

 

民法の一部を改正する法律案（大河原まさこ君外７名提出、第217回国会衆法第64号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 
番 号 趣旨説明 

付託日 
質疑 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 6.19) 

 

 7.10.21 

  
12.17 

閉会中審査 
   

 

 

 

性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律の一部を改正する法律案（小宮山泰子

君外７名提出、第217回国会衆法第65号） 

○ 要旨 

（第217回国会参照） 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

(令和 
 7. 6.19) 

 

 7.10.21 

  
12.17 

閉会中審査 
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刑法及び児童買春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する

法律の一部を改正する法律案（酒井なつみ君外９名提出、衆法第12号） 

○ 要旨 

  近年における人身売買の被害の実情に鑑み、人身売買罪及び児童買春等目的人身売買

罪の法定刑を引き上げるもの 

○ 結果 

継続審査 

○ 経過 

提出日 

衆・本会議 衆・委員会 衆・本会議 参・委員会 参・本会議 
公布日 

番 号 趣旨説明 
付託日 

質疑 
議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 

議決日 

結 果 趣旨説明 

令和 
 7.12. 8 

 

12.16 

  
12.17 

閉会中審査 
   

 

 

 

（3）国政調査  

国政調査では、質疑が行われた。主な質疑内容は、次のとおりである。 

 

○ 主な質疑内容 

・ 不適正な取調べの発生やえん罪事件を踏まえて取調べの録音・録画を拡大すべきと

の意見に対する法務大臣の認識 

・ 更生保護予算の減少傾向及び保護観察官の増員の必要性 

・ 大津市での保護司殺害事件を受けた仮釈放者に対する社会的適合性の把握の取組 

・ 売春防止法及び人身売買禁止条約における性売買と人間の尊厳に関する規定の内容 

・ 成年後見制度に関する法改正に向けて当事者の意見を踏まえた検討を行う必要性 

・ 政府の方針として発表された旧姓の通称使用拡大に向けた制度設計の今後の進め方 

・ 離婚後共同親権導入に向けた家庭裁判所調査官の人員不足及び負担の増加について

の懸念 

・ 国民の安全・安心のための不法滞在者ゼロプランにおける各施策の取組状況及び今

後の取組方針 

・ 医療費不払い又は国民健康保険料の滞納等の情報を外国人の入国審査に利用する措

置の有無 

・ 法務省全体の生成AI利活用を見据えた部局間連携強化の必要性 

（閉会中審査） 

・ 第６次男女共同参画基本計画の答申案に「社会生活のあらゆる場面で旧姓使用に法

的効力を与える制度の創設の検討」という文言が追加された経緯 

・ 内閣府として旧姓の通称使用についての法制度を政府方針にすることは考えていな

いとする過去の答弁からの政府方針の変更の有無 

・ 旧姓使用に法的効力を与える制度の創設を検討するに当たり改めて法制審議会に諮

問する必要性 

・ 旧姓使用が法制化された場合におけるパスポートの記載について国際民間航空機関

（ICAO）の全加盟国に説明して了承を得られる見通しの有無 
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（4）参考人  

 

 

 

出頭日 職 業 氏 名 審査・調査案件 

令和 

7.12. 3 

中央大学法科大学院客員教授 

保護司みらい研究所代表 
今福 章二君 

裁判所の司法行政、法務行政及び検

察行政、国内治安、人権擁護に関す

る件（社会復帰・再犯防止に向けた

矯正・更生保護行政の課題につい

て） 
司法試験受験生 斎藤 由則君 




